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・対空射撃訓練を開始（青森県 六ヶ所対空射場）
・宮城県自衛隊撤収式

・ミス・ビードル号太平洋横断 80 周年記念式典

・幹部紹介（防衛補佐官）
・広報舘ウォッチング

・インフォメーション
・東北の自衛隊行事

ガメラレーダーって、何？特集 :

（中尊寺金色堂）

　平成 23年 6月、岩手県平泉町の中尊寺金色堂は
ユネスコの世界文化遺産に登録されました。
　天治元年（1124）に初代藤原清衡により建立さ
れた奥州藤原文化の数少ない遺構の一つです。

自衛隊撤収式

ガメラレーダー
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Ｑ　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
の
電
波
は

　
　
　
　

人
体
に
影
響
し
な
い
の
で
す
か

Ａ　

影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
が
使
用
す
る
電
波
は
、
例

え
ば
空
港
の
管
制
に
使
用
さ
れ
る
電
波
と
同
じ

非
電
離
放
射
線
※
（
日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
る

電
波
）
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
時
に
使
う
Ｘ
線
等
の

よ
う
に
細
胞
を
直
接
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る

電
離
放
射
線
で
は
な
く
、
決
し
て
人
体
や
環
境

を
汚
染
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
の
電
波
は
テ
レ
ビ
や

　
　

携
帯
電
話
等
に
影
響
し
な
い
の
で
す
か

Ａ　

影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
及
び
携
帯
電
話
等
の
運
用

を
阻
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
電
波
管
理
当

局
（
総
務
省
）
と
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
電
波

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
に
よ

る
電
波
障
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

Ｑ　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
は

　
　

青
森
県
以
外
に
も
存
在
す
る
の
で
す
か

Ａ　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
は
、
青
森
県
む
つ
市
の

大
湊
分
屯
基
地
の
ほ
か
に
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
下
甑
町
の
下し
も

甑
こ
し
き

島じ
ま

分
屯
基
地
、
新
潟
県

佐
渡
市
の
佐
渡
分
屯
基
地
、
沖
縄
県
糸
満
市
の

与よ

座ざ

岳だ
け

分
屯
基
地
の
四
か
所
に
配
備
（
与
座
岳

分
屯
基
地
は
平
成
23
年
度
末
予
定
）
さ
れ
、
日

本
の
空
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
は
以
前
の

　
　
　

レ
ー
ダ
ー
と
何
が
違
う
の
で
す
か

Ａ　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
探
知
で
き
る
レ
ー
ダ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
使
用
し
て
い
た
レ
ー
ダ
ー
は
、
航
空
機

を
探
知
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
等
を
探
知
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
の
配
備
に
よ
り
弾
道

ミ
サ
イ
ル
等
を
探
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

△　新型レーダーＦＰＳ -5 △　旧型レーダーＦＰＳ -2

※  

非
電
離
放
射
線
は
、
我
々
に
身
近
な

　

太
陽
光
線
や
電
波
（
テ
レ
ビ
波
、
ラ
ジ

　

オ
波
、
電
力
周
波
数
）
で
す
。
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
が
小
さ
く
原
子
が
ぶ
つ
か
っ
て
も

　

電
離
を
起
こ
し
ま
せ
ん
。 ガ

メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
Ｑ
＆
Ａ

調
達
部 

土
木
課　

木き
ど戸　

和か
ず
ゆ
き行

　
本
工
事
場
所
で
あ
る
大
湊
分
屯
基
地
は
、
青

森
県
む
つ
市
に
所
在
し
、
対
空
警
戒
・
監
視
や

要
撃
管
制
な
ど
の
任
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
こ
に
航
空
機
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に

対
処
す
る
新
し
い
警
戒
管
制
レ
ー
ダ
ー
を
設
置

す
る
た
め
、
当
局
で
敷
地
確
保
の
た
め
の
造
成

工
事
、
レ
ー
ダ
ー
旋
回
用
レ
ー
ル
、
基
礎
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　
工
事
場
所
は
、
地
域
で
最
も
高
い
釜か
ま

臥ふ
せ

山や
ま

の

山
頂
に
位
置
し
、
麓
の
分
屯
基
地
か
ら
山
頂
ま

で
、
資
材
等
の
運
搬
に
専
用
道
路
で
約
30
分
を

要
す
る
こ
と
、
山
頂
で
は
、
霧
、
強
風
等
、
天

候
の
変
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
作
業
時
間
に

制
約
を
受
け
る
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
体
設
置
に
係
る
厳
密
な
要
求
性
能

に
対
応
す
る
た
め
の
品
質
管
理
等
に
苦
慮
し
ま

し
た
が
、
工
事
受
注
者
と
も
緊
密
な
調
整
を
重

ね
た
結
果
、
事
故
も
な
く
工
事
を
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
は
、
青
森
県
む
つ
市
に
所
在

す
る
第
42
警
戒
群
（
航
空
自
衛
隊
大
湊

分
屯
基
地
）
に
配
備
さ
れ
て
い
る
警
戒
管
制

レ
ー
ダ
ー
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
‐
２
）
の
老
朽
化
に
伴
い
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
に
対
応
し
た

新
型
警
戒
管
制
レ
ー
ダ
ー
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
‐
５
・
通

称
「
ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
」）
へ
換
装
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
か
ら
レ
ー
ダ
ー
本
体
の
換
装
を
始

め
と
す
る
運
用
局
舎
（
電
源
機
器
監
視
制
御
装

置
等
）
の
整
備
に
着
手
。
工
事
は
、
平
成
23
年

３
月
に
完
成
し
、
７
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
「
ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー
」
は
正
式
名
称
で
は
な

く
、
建
物
の
３
つ
の
側
面
に
張
り
出
し
た
レ
ー

ダ
ー
の
覆
い
の
模
様
か
ら
一
般
的
に
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
レ
ー
ダ
ー
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

に
対
し
て
我
が
国
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
の
純
粋
に
防
衛
的
な
、
か
つ
、
他

に
代
替
手
段
の
な
い
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
整

備
し
て
き
て
い
る
も
の
で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

捜
索
・
探
知
能
力
を
有
し
、
地
上
配
備
レ
ー

ダ
ー
の
Ｆ
Ｐ
Ｓ
‐
３
改
及
び
イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載

の
Ｓ
Ｐ
Ｙ
‐
１
Ｄ
レ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
追
尾
で
き
る
国
産
の
地
上
レ
ー
ダ
ー

で
す
。

東
北
防
衛
局
は
、
新
型
レ
ー
ダ
ー
の
換
装

に
関
す
る
運
用
局
舎
の
整
備
工
事
、
同

レ
ー
ダ
ー
の
基
礎
工
事
や
道
路
工
事
等
を
行
い

ま
し
た
。
建
設
場
所
が
、
釜か
ま

臥ふ
せ

山や
ま

の
山
頂
部
の

狭
隘
な
敷
地
で
、
常
に
変
化
す
る
天
候
等
厳
し

い
気
象
条
件
の
中
で
の
工
事
で
し
た
が
、
航
空

自
衛
隊
や
工
事
関
係
業
者
と
鋭
意
調
整
を
重

ね
、
予
定
ど
お
り
に
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　航空自衛隊大湊分屯基地において、新型警戒管制レーダーが
完成し、平成 23年７月から運用を開始しました。

ガメラレーダーって、何？

△　弾道ミサイル防衛（BMD）イメージ図

特集
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8
月
1
日
、
宮
城
県
庁
で
自
衛
隊
の
「
撤
収

式
」
が
行
わ
れ
、
支
援
活
動
に
従
事
し
た
陸
海

空
各
自
衛
隊
員
の
ほ
か
に
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」

を
実
施
し
た
米
軍
関
係
者
も
招
か
れ
ま
し
た
。

　

村
井
宮
城
県
知
事
は
、『
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
が
、
打
ち
ひ
し
が
れ
た
私
た
ち
に
生
き

　
８
月
１
日
、
宮
城
県
庁
に
お
い
て
、
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
の
発
生
以
降
、
被
災
地
で
各
種
支
援
活
動
に
従
事
し
て
い

た
自
衛
隊
の
撤
収
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
撤
収
式
で
は
、
支
援
活
動
に
従
事
し
た
自
衛
隊
及
び
ト
モ
ダ

チ
作
戦
を
実
施
し
た
在
日
米
軍
等
関
係
機
関
に
対
し
、
村
井
宮

城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

る
勇
気
を
与
え
、
復
興
に
立
ち
上
が
る
気
力
を

沸
き
立
た
せ
て
く
れ
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団

の
久
納
師
団
長
は
「
県
民
の
『
自
衛
隊
さ
ん
あ

り
が
と
う
』
と
い
う
声
を
聞
く
た
び
に
、
我
々

は
一
層
元
気
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

宮
城
県
内
で
の
自
衛
隊
の
支
援
活
動
は
、
震

災
発
生
以
降
、
１
４
４
日
間
に
及
び
ま
し
た
。

△　久納師団長へ感謝状贈呈

△　村井県知事と久納師団長

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
方
々

及
び
被
災
地
の
た
め
に
行
わ
れ
た
多
大
な
貢
献

に
対
し
て
、
村
井
県
知
事
か
ら
出
席
し
た
関
係

機
関
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
東
北
防
衛

局
が
行
っ
た
御
遺
体
安
置
所
の
御
遺
族
対
応
等

に
対
し
て
も
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

△　宮城県庁職員に見送られる自衛隊員　△

△　村井県知事と感謝状を授与された関係者

宮
城
県
自
衛
隊
撤
収
式

自
衛
隊
撤
収
式
（
宮
城
）

宮
城
県
知
事
か
ら

　
東
北
防
衛
局
に
感
謝
状

訓 練 使 用 装 備 品

△　近距離地対空誘導弾 △　対空機関砲△　携帯地対空誘導弾

出典：陸上自衛隊ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/index.html）
　　　航空自衛隊ホームページ（http://www.mod.go.jp/asdf/index.html）

対
空
射
撃
訓
練
を
開
始

青
森
県
　
六
ケ
所
対
空
射
場

　

７
月
26
日
、
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
六
ヶ
所
対

空
射
場
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
射
撃
訓
練
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
射
場
は
、
本
州
で
唯
一
の
地
対
空
射
撃
場
（
陸

上
か
ら
海
上
に
向
け
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
施
設
）

で
、
東
北
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
陸
上
自
衛
隊

及
び
航
空
自
衛
隊
等
が
、
近
距
離
地
対
空
誘
導
弾
、

携
帯
地
対
空
誘
導
弾
及
び
対
空
機
関
砲
等
を
使
用
し

た
射
撃
訓
練
を
毎
年
１
３
０
日
程
度
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

東
北
防
衛
局
は
、同
射
撃
訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、

自
衛
隊
法
第
１
０
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
７

月
１
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
（
毎
日
午
前
８
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
）
の
間
、
訓
練
区
域
に
お
け
る
漁
船

操
業
を
制
限
又
は
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
当
該
制
限

等
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
従
来
か
ら
適
法
に
漁
業
を

営
ん
で
い
た
者
が
経
営
上
被
っ
た
損
失
に
つ
い
て
補

償
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
射
場
は
、
昭
和
34
年
、
青
森
県
北
東
部

の
太
平
洋
沿
岸
に
所
在
す
る
上
北
郡
六
ヶ
所
村
尾
鮫

地
区
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
同
地
区
が

む
つ
小
川
原
開
発
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
57
年
に
約
15
㎞
北
方
の
同
村
泊
地
区
に
移
転

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

●

●

●

八戸市

青森市

六ヶ所対空射場

　７月 26 日、六ヶ所対空射場において開所式が行わ
れ、平成 23年度の対空射撃訓練が開始されました。

１

　　携帯地対空誘導弾の射撃

　　標的機　ＲＣＡＴ

　　射撃に際しての安全確認

　　近距離地対空誘導弾の射撃

　　重機関銃の射撃

２

３

４５

※　写真は平成 23 年度以前の訓練時に撮影されたものです。

１

２

３

４

５
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ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
が
縁
で
、三
沢
市
と
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
・
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
は
姉
妹
都
市
関

係
を
結
び
ま
し
た
。
私
た
ち
の
関
係
は
歴
史
に

基
づ
い
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
大
震
災
に
よ

り
、
東
日
本
で
は
色
々
な
催
し
物
が
次
々
に
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
復
興
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
義
援
金
と

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
姉
妹
都
市
か
ら
当
市

へ
た
く
さ
ん
送
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
小
学
生
か

ら
は
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
記
念
絵
画
が

３
７
０
点
も
届
き
ま
し
た
。

　

復
元
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
は
米
軍
三
沢
基

地
と
絶
え
ず
連
絡
を
取
り
合
い
、
本
年
８
月
18

日
の
成
功
へ
向
け
て
綿
密
な
フ
ラ
イ
ト
計
画
を

立
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
80
年
前
に
そ
の
目
で

本
物
の
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
を
見
た
人
た
ち
は
、

降
り
し
き
る
雨
の
中
、
蘇
っ
た
ミ
ス
・
ビ
ー
ド

ル
号
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、当
時
を
想
い
、

涙
し
ま
し
た
。

　

三
沢
村
の
協
力
で
姉
妹
都
市
の
架
け
橋
と

な
っ
た
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
は
、
今
度
は
お
返

し
と
ば
か
り
に
三
沢
市
へ
〝
夢
〟
と
〝
希
望
〟

を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
赤
い
飛
行
機
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
三

つ
の
ま
ち
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
日
本
が
大
き

く
後
押
し
し
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
歴
史
の

確
認
が
か
な
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
日
米
親
善
そ

し
て
教
育
的
見
地
か
ら
今
回
の
メ
モ
リ
ア
ル
フ

ラ
イ
ト
の
最
大
の
意
義
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　
８
月
18
日
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
が
80
年
振
り
に
三
沢
市
上
空
を

飛
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
、
三
沢
市
と
の
関
わ
り

や
関
係
者
の
思
い
を
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
フ
ラ
イ
ト
実
行
委
員
会
事

務
局
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
10
月
４
日
、
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人

パ
イ
ロ
ッ
ト　

ク
ラ
イ
ド
・
パ
ン
グ
ボ
ー
ン
と

ヒ
ュ
ー
・
ハ
ー
ン
ド
ン
が
操
縦
す
る
ミ
ス
・
ビ
ー

ド
ル
号
が
青
森
県
三
沢
村
に
あ
る
淋
代
海

岸
を
飛
び
立
ち
、
41
時
間
10
分
後
に
ア
メ

リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
地
区
へ

胴
体
着
陸
し
、
世
界
初
の
太
平
洋
無
着

陸
横
断
飛
行
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
の
生
活

を
世
話
し
、
海
岸
に
仮
設

の
滑
走
路
を
つ
く
る

な
ど
横
断
飛
行
を

成
功
さ
せ
よ

う
と
尽
力

し
た
三
沢
村
の

人
々
の
献
身
的

な
協
力
が
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
地
区

の
人
々
に
伝

わ
り
、
出
発

地
で
あ
る
三
沢
市
と
到
着
地
で
あ

る
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
・
東
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
市
は
偉
業
達
成
50
周
年
、
70
周

年
の
年
に
そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
都

市
関
係
を
結
び
、
以
来
毎
年

使
節
団
を
派
遣
し
合
う
な
ど
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

～
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
と
三
沢
市
の
関
わ
り
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
～

△　離陸前のミス・ビードル号復元機

△　パイロットが搭乗し、メモリアルフライトへ

～
振
り
返
っ
て
み
て
、
80
周
年
記
念
の
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
イ
ト
の
意
義
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
～

ミス・ビードル号復元機諸元
所有者　SPIRIT OF WENATCHEE
機体長　27 ﾌｨｰﾄ 8 ｲﾝﾁ（約 8.5 ｍ）
機体高　アンテナ付　10 ﾌｨｰﾄ 6 ｲﾝﾁ（約 3.2 ｍ）
              　アンテナ無　8 ﾌｨｰﾄ 6 ｲﾝﾁ（約 2.6 ｍ）
プロペラ　9 ﾌｨｰﾄ（約 2.8 ｍ）
翼長　23 ﾌｨｰﾄ（約 7.1 ｍ）
翼幅　6 ﾌｨｰﾄ 9 ｲﾝﾁ（約 2.1 ｍ）
左右長　16 ﾌｨｰﾄ 8 ｲﾝﾁ（約 5.1 ｍ）
両翼　49 ﾌｨｰﾄ 9 ｲﾝﾁ（約 15 ｍ）
空重量　3,340 ﾎﾟﾝﾄﾞ（約 1,515 ｋｇ）

ミス・ビードル号太平洋無着陸横断飛行 80周年記念式典
～　復元機　memorial　flight　～

開館時間：午前９時～午後４時
休  館  日：年中無休（休館日についてはお問い合わせく
　　　　　ださい。）
入  館  料：無料
問合せ先：〒０３８－００２２
　　　　　青森県青森市大字浪館字近野４５
　　　　　　青森駐屯地広報
　　　　　℡０１７（７８１）０１６１　内線３７２
　　　　　※あらかじめご予約をお願いします。

広報館 ウ ォ ッ チ ン グ 「 青森駐屯地 防 衛 館 」
　青森県青森市の陸上自衛隊青森駐屯地内にある「防衛館」は、明治

11 年に歩兵第５聯
れんたい 

隊本部兵舎として建てられたもので、昭和 43 年に現

在の場所に移築保存されました。

　建物は当時としては珍しい西洋風建築で、玄関には円柱、外壁コーナー

の隅石、１階には雪国のため雁
が ん ぎ

木等が設置されています。

　防衛館の展示室には、八甲田雪中行軍遭難資料をはじめ、県関連旧軍

の貴重な資料が多数展示されています。

（平日は係員から展示資料の説明を受けることができます。要事前予約）

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
約
二
週
間

後
に
着
任
し
て
以
来
、
早
半
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

こ
の
年
に
東
北
防
衛
局
で
勤
務
で
き
る
こ

と
に
対
し
て
何
か
運
命
的
な
も
の
も
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

出
身
は
紅
花
や
冷
た
い
肉
そ
ば
等
で
有

名
な
山
形
県
河
北
町
で
あ
り
、
田
園
地
帯

の
広
が
る
山
形
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
西

に
霊
峰
月
山
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
自
衛
隊
に

入
隊
す
る
ま
で
の
22
年
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
後
、
初
級
幹
部
時

代
は
航
空
操
縦
士
と
し
て
操
縦
一
筋
に
打

ち
込
み
、
そ
の
後
は
陸
上
幕
僚
監
部
、
東

部
方
面
総
監
部
等
に
お
い
て
幕
僚
と
し
て

勤
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年
か

ら
18
年
に
か
け
て
は
、
地
元
山
形
に
所
在

す
る
第
六
飛
行
隊
で
飛
行
隊
長
と
し
て
勤

務
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　

防
衛
補
佐
官
の
主
要
な
任
務
は
地
方
防

衛
局
と
部
隊
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
部
隊

運
用
の
見
地
か
ら
各
種
助
言
を
行
い
、
局

の
業
務
遂
行
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
陸
上
自
衛
隊
で
の
勤
務

経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
新
し
い
こ
と
も
貪

欲
に
吸
収
し
な
が
ら
職
務
に
邁
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

防
衛
補
佐
官 

　
１
等
陸
佐
　

　
　
　
鈴
木
　
力 

（ 

す
ず
き
　
つ
と
む 

）

△　着任初日から震災対応に従事

幹
部
紹
介（
防
衛
補
佐
官
）
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10月

11月

東北の自衛隊広報行事

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

空 １０月　１日（土） 体験搭乗 三沢基地

第３航空団

司令部監理室広報班

0176-53-4121（3313）

空 １０月　２日（日） 秋田空港　空の日 秋田分屯基地

航空自衛隊秋田分屯基地

総括班広報係

018-886-3320（220）

陸 １０月１６日（日） 大和駐屯地創立 55 周年記念行事 大和駐屯地
大和駐屯地広報班

022-345-2191（201）

陸 １０月１６日（日） 福島駐屯地創立 58 周年記念行事 福島駐屯地
福島駐屯地広報室

024-593-1212（204）

空 １０月２２日（土）
航空自衛隊加茂分屯基地部隊創設

58 周年記念行事
加茂分屯基地

航空自衛隊加茂分屯基地

総括班

0185-33-3030（202）

陸 １０月２３日（日）
平成 23 年度自衛隊創立記念行事

（市中パレード）
弘前市内

弘前駐屯地広報室

0172-87-2111（206）

空 １１月２３日（水） 平川市民ふれあいコンサート 平川市民文化センター

北部航空方面隊

総務部広報班

0176-53-4121（2320）

　９月４日、航空自衛隊三沢基地において、

「三沢基地航空祭２０１１」が開催され、自

衛隊及び米軍による展示飛行や装備品の展

示、アメリカ人による出店等、多くの人々で

にぎわいました。

- Information -

※　表紙の写真は、本年６月に、ユネスコの世界文化遺産に登録された「平泉」（岩手県平泉町）の「中尊寺金色堂」です。

編集後記
　防衛省は 8 月３１日、福島第１原発事故の対応や入浴支援に当たる陸上自衛隊員約２００人を除いて、東日本大震

災での自衛隊の大規模災害派遣を終了しました。また、東北防衛局も８月３１日をもって非常勤務体制を解除しました。

　本年３月の東日本大震災から６ヶ月が過ぎ、各被災地においては、復旧から復興に向けた活

動が着実に進んでおります。「がんばろう東北」そして「がんばろう日本」です。

　東北防衛局では、これからもいろいろな角度から自衛隊の活動などを紹介していきたいと考

えております。本紙「東北のかなめ」に対するご意見・ご感想などありましたら、お聞かせく

ださい。お待ちしております。 △　「中尊寺ハス」


